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５月９日、水曜日。

この日は強めの雨が降ってたのもあり、

前日に比べ少し肌寒く感じた。

今回の会場である吉祥寺SHUFFLEは、

７月に行われるモノオト２度目のワン

マンライブの場所だ。そういった意味

で、今回のライブはすごく大事なもの

になるだろう。





この日のモノオトは 4バンド中３番手の出演だった。 
出番前、モノオト目当てのお客さんが続々とステージの近くに集まってきた。 
転換中の会場内スクリーンには、 
BGMとしてロックバンドやヒップホップユニット、 
無名のアイドルグループなどの PVが流れる、少し独特な空気であった。 
 

ライブの直前に、将志が twitter で記した意味深な内容、 
これはどういうことだろうか。 
 

青い照明が灯る。20時 35分。 
SE の空白と共に、康平→剛志→将志の順でメンバーが登場した。 
そしてゆりえが登場。ひと呼吸置いた後に、４人一斉に音を出す。 

「今日はモノオトライブです！ 
吉祥寺 SHUFFLE さんで我らモノオトは 20 時～です！ 
セットリストもいつもと少し違うかも？ 
気になる方は是非お越しください！ 
みんなの知らない曲もやるかもね。。。笑」 



「こんばんは、モノオトです。」 
１曲目は、『夜半 - よわ -』。 
前回の渋谷 eggmanと変わり、最初から攻める姿勢だ。 
曲の間奏では、剛志と将志がお客さんの前に出て会場を盛り上げた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「こんな雨の時期にぴったりの曲、聴いて下さい。」 
外は未だ強い雨が降っているなか、次に演奏されたのは 

『雨降 - あめふり -』。 
確かに、今日という日にすごく合っていた。 
 

そして次の曲、スタンドマイクからハンドマイクに持ち替え、 

『羽根 - はね -』。 
しっとりした雰囲気に変えた。 
 



「改めまして、モノオトです。」
３曲を終えたところでMC。
先日結果が伝えられた、rockin’on 社のオーディション企画
『RO69JACK』の一次審査に通った事の報告。
そして、7月 6日にここ吉祥寺 SHUFFLE にて、
今年 2月以来の２度目のワンマンライブが行われる事をしっかりと宣伝。
「モノオトの世界観で遊びたい人はぜひお越し下さい。」

《たとえば 手と手が触れること／それだけの事でさえ／ただ愛しくて》
冒頭の歌詞を語りながら始まった、

『恋衣 - こいごろも -』。
剛志のギターソロがとても印象的でかっこ良かった。



『恋衣 - こいごろも -』を終え、 
５曲目が静寂のなかからいきなり演奏された。 
しかし、なにやら聴いたことのない曲だった。 
イントロから激しいドラムと、それに合わさる４人の攻撃的な演奏。 
ゆりえがとても力強く歌い、そしてそのテンポのまま曲が終わった。 
この日が初めてライブで披露されたという、 
この曲のタイトルは『幻境 - げんきょう -』。 
敢えてありふれた言葉で表現すると、 
モノオトには珍しく疾走感を感じるものだった。 
これからのライブでの新たな定番曲になる予感がした。 

最後に演奏されたのは、前回の渋谷 eggmanと同じく 
『佚楽 - いつらく -』。 
こうして、この日のライブは終了した。 



○Set List○

SE. 空白 - くうはく -

 1. 夜半 - よわ -

 2. 雨降 - あめふり -

 3. 羽根 - はね -

 4. 恋衣 - こいごろも -

 5. 幻境 - げんきょう -

 6. 佚楽 - いつらく -



各詳細はホームページでご確認下さい。 
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